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事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

 

下水道広報の手段として、日本最大級の展示会「エコプロダクツ」に着

目。2010年に初出展して以来、集客力と訴求力の高さを実感し、３年連

続して出展。その結果、業界全体のムーブメントに成長した。 

 

【エコプロダクツ概要】 

主催：日本経済新聞社  開催時期：毎年12月の3日間  

導引人数：約18万人（うち学生2万人） 

 

 

 

 

 

 

学生や子供向たちに水について学んでもらうための工夫 

①「その場で学ぶ」+ ②「持ち帰って学ぶ」+ ③「遊び心」 

 

年度 コマ数 
メタブース来

場人数(3日間) 
業界動向 

2010年 2コマ 2,800人 メタウォーター単独出展 

2011年 4コマ 5,112人 21世紀の下水協議会が隣接出展 

2012年 4コマ 5,031人 GKPが隣接出展。初の連携実施 

エントリー事例の特徴（下水道インフラの価値を高める上で優れていると思われる点など） 

○ 展示会出展のメインターゲットを小学生とし、これからを担う子供たちや教育者に下

水道を含めた水循環の啓発を継続的に行い、成果を出している点 

○ 1社で始めた取り組みが、下水道界全体に波及し展示会での下水道広報という１つの広

報スタイルを確立した点 

○ 分かり易く伝えるための工夫で、下水道に関連する資源や設備をキャラクター化した

ことで、自治体や媒体社からの貸し出し希望などもあり、都度無償で提供している。

クイズ形式で楽しく水

の知識を身につけるた

め、下水道キャラクタ

ーを多数登場させた  

水道と下水道の仕組みを

分かり易く説明した絵本

を製作し配布  

水にまつわる遊びと“釣れた

”という成功体験を通して水

を体感し印象づける 


